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	大阪府屋外広告物条例による規制の概要

	1 どのような条例か

	根拠法
	○屋外広告物法（条例ともS24年施行）

	目　的
	○良好な景観形成・風致の維持、公衆への危害防止

	屋外広告物
とは
	1 常時又は一定の期間継続して表示されるもの
2 屋外で表示されるもの
3 公衆に表示されるもの
4 看板、立看板、はり紙及びはり札、並びに広告塔、広告板、建物その他の工作物等に掲出、又は表示されたもの、並びにこれらに類するもの
以上の４要件をすべて満たしているもので、営利・非営利を問わない。
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	対象区域
	○政令市・中核市を除く市町村
（大阪市、堺市、豊中市、高槻市、東大阪市は独自条例制定）

	2 広告物の規制区域

	許可区域
	○掲出は可能だが、許可が必要（許可基準あり）
広告物の形態
縦の大きさ
横の大きさ
屋上広告物
建物の高さの２／３以内
建物の幅の範囲内
壁面広告物
建物の高さの範囲内
その他広告物
制限なし
【例】・住居専用地域（第一種低層住居専用地域を除く）

・国道、府道、幅員１６ｍ以上の市町村道の沿道５００ｍ
・風致地区、景観地区、景観計画区域
・公園、緑地、社寺、教会等の敷地内　等
※自家用広告物　：自己の事業又は営業を表示し、自己の事業所、営業所等に掲出されるもの
非自家用広告物：自家用広告物以外のもの
その他広告物　：野立て看板や広告塔など屋上や壁面に掲出する以外の広告物

	
	表示制限区域
	○広域的で景観上重要な道路・鉄道等の沿道500ｍを指定し、道路等からの後退距離や用途地域等に応じ、掲出の可否や大きさを制限（路線型表示制限区域）
・名神高速道路等23路線、阪神高速湾岸線、関西国際空港線
＜規制概要の例示＞
・23路線では、用途地域に応じた一部の区域で非自家用は掲出不可、自家用は高さ制限を強化
（屋上広告物；２／３ ⇒ １／３以内、壁面広告物；１／１ ⇒ １／２以内）
・湾岸線、関西国際空港線は大阪の玄関口として、他の路線よりさらに制限を強化
（非自家用は、200m未満で掲出不可、200m以上も表示面積を40㎡以内等）等
○平成21年度より、屋外広告物行政と景観行政の連携のため、大阪府景観条例で指定した景観計画区域において、地域特性に応じた大きさの制限等の規制（面型表示制限区域）
・北摂山系、生駒山系、金剛・和泉葛城山系
・淀川等沿岸、大和川沿岸　・大阪湾岸
＜規制概要の例示＞
・用途地域に応じた一部の区域で、屋上広告物の高さ制限を強化（２／３ ⇒ １／３以内）
・非自家用のその他広告物の制限を設定（制限なし ⇒ 面積７㎡以内、高さ５ｍ以内等）等

	禁止区域
	○掲出不可
【例】 ・第一種低層住居専用地域（住環境の維持のため）

・重要文化財の指定敷地、史跡・名勝等の地域（自然的景観の維持のため）
・官公署、学校、図書館、美術館、体育館等の敷地（公物管理の視点）等

	3 広告物が禁止または表示制限されている規制物件

	禁止物件
	○掲出不可
【例】街灯、道路上の柵、街路樹、橋梁、高架構造物、消火栓、トンネル、記念碑　等

	表示制限
物件
	○掲出は可能だが、表示方法等に制限（大きさ、設置位置、掲出数、色彩等）
・電柱、停留所標識　（現在、大阪府屋外広告物条例では２物件のみ）

	4 規制を受けない広告物

	適用除外
	○一定の要件や取扱方針に適合する場合、規制が緩和
【例】 ・他法令の規定によるもの        ・道先案内図等公共上やむを得ないもの

・冠婚葬祭等一時的なもの  　　  ・表示面積が７㎡以内の自己用広告物
・街灯へのバナー広告（許可要）  ・歩道橋のネーミングライツ　等

	◆Ｈ21大阪府屋外広告物審議会による答申の主な内容（今後の大阪府の屋外広告物規制のあり方）
○景観施策との連携
　 ・大阪府景観計画区域と連動した表示制限区域の指定（路線型、面型）

○今後の公共施設等に係る屋外広告物規制のあり方

・バナー広告等地域の活性化に資する広告物、及び道路の維持管理等

に係る広告物について規制を緩和

○引き続き検討を進めるべき事項

・車両広告等移動広告物について

・LED等発光による屋外広告物について　等


資料1





○大阪府では、H17の景観法の施行を受けてH２０に大阪府景観条例を改正し、広域的な観点から大阪の景観を形づくる重要な区域で「景観計画」を策定した。


○景観行政の主体は原則市町村であり、大阪府は、市町村が「景観行政団体」となり、それぞれ地域の特性を活かした「景観計画」を策定することを推進する。


○市町村が「景観計画」を策定する際には、大阪府の「景観計画」を踏まえて、広域景観の連続性に配慮するよう調整を図る。





大阪府景観計画の概要




















行為制限に関する事項の概要





景観計画区域





凡例


【景観計画の区域】


：景観計画区域（道路軸、沿道50ｍを基本に設定）


：景観計画区域（河川軸、沿岸500mを基本に設定）


：景観計画区域（山並み･緑地軸）


：景観計画区域（湾岸軸）


：景観計画区域（歴史軸、沿道10mを基本に設定）





【景観計画区域から除かれる区域】


：景観行政団体の区域（府を除く）14市町※


：条例制定市（景観行政団体除く）　１市





※東大阪市内には、旧大阪府景観条例に基づく届出が必要な区域（景観形成地域）があります。











エアコンの室外機や物干金物等は、敷地の外から見える位置に配置しない。やむなく見える場合は、見苦しくならないような工夫をする。





外壁附帯物





ダクト類は、敷地の外から見えにくい位置に配置する等により、見苦しくならないような工夫をする。





屋上附帯物





高架水槽等の屋上設備は、敷地外から見える位置に配置しない。やむなく見える場合は、ルーバーを設置するなど見苦しくならないよう工夫する。





色彩





外壁や屋根等の色彩は、著しく派手なものとしない。





屋外附帯物





駐車場、駐輪場及びごみ置場等を敷地の外から見える場所に配置する場合は、植栽により修景するなど、見苦しくならないようにする。





外壁





長大な壁面等は、適切な緑化や分節するなど、単調にならないような工夫をする。





敷地内の緑化





道路、海辺に面する敷際には、緑を適切に配置する。








周辺の景観になじまない、著しく突出した意匠としない。





意匠





□工作物の行為の制限に関する事項


　上記事項のうち、「色彩」「外壁」「意匠」「敷地内の緑化」とする。








□色彩基準


○計画にあたっては、地域の景観特性を把握し、周辺のまちなみや自然との調和を考慮した色彩を基本とする。


○外壁については、落ち着きが感じられ、水や緑などの存在や周辺のまちなみ景観を妨げないように配慮し、下記の色彩基準を基本とする。


色彩基準


（外壁基本色）�
色相�
彩度�
明度（湾岸軸のみ）�
�
�
Ｒ（赤）、ＹＲ（橙）系�
６以下�
9未満�
�
�
Ｙ（黄）系�
４以下�
9未満�
�
�
その他�
２以下�
9未満�
�
�
無彩色（湾岸軸のみ）�
－�
9未満�
�
○ただし、上記の色彩基準を外れる色であっても、外壁面の１／3以下をサブカラーとして、１／20以下をアクセントカラーとして使用することができる。

















建築行為等の届出





景観計画の区域内で、大規模な建築行為等を行う場合、大阪府に届出が必要


（届出対象：高さ２０ｍ超、又は建築面積2,000㎡超）


○ 景観計画の区域内で建築行為等を行う場合、「行為の制限に関する事項」を遵守


○ 特に、形態意匠の制限については景観法に基づき「変更命令」の対象となる





＜歴史軸の重点区域では、よりきめ細やかな配慮が必要です＞








・屋根形状は、原則、勾配屋根にする。


・建物等の外壁や屋根などの色彩は白、黒、灰色等の無彩色や濃茶等とする。


・外壁の位置、開口部などは周辺の建築物との連続性に配慮する。


・伝統的様式、又はそれらと調和する意匠にする。


・塀、門などの工作物は、周辺との連続性に配慮し、色や意匠は伝統的なまちなみと調和させる。


・屋外広告物は、建築物や周辺の伝統的なまちなみと調和したもので、必要最小限の大きさ・数量となるようにする。








歴史的街道区域（一般区域・重点区域）について　【Ｈ２４年6月～】





景観づくりの目標：『沿道のまちなみや道標など歴史的な雰囲気を有する文化資源（歴


史的資源）を活かした景観づくりを行う。』


『地域の伝統的な雰囲気のまちなみ（伝統的まちなみ）との調和や街道としてのつながりを意識した景観づくりを行う。』


一般区域：歴史的街道としてのつながりを意識し、良好なまちなみ形成に向けて周


辺との調和に対し配慮を行う区域（西国街道、京街道、東高野街道、西


高野・高野街道、竹内街道、紀州街道、熊野街道の7街道の沿道）


重点区域：歴史的な雰囲気が色濃く残る地区で、重点的に伝統的なまちなみ形成に向けて誘導を行なう区域（現在は、枚方宿地区と山中宿地区の2地区）





景観審議会での審議を経て、今後も重点区域を追加指定





区域の範囲：一般区域は大阪府域の歴史的街道（西国街道、京街道、東高野街道、西高野・高野街道、竹内街道、紀州街道、熊野街道）及びその沿道の区域（道路の端から両側10ｍの幅の区間を合わせた区域。）、重点区域は枚方宿地区及び山中宿地区とします。


区域の概要：この区域には、宿場や農村集落など古くから市街地が形成された地区が街道沿いに点在し、現在でも歴史的な雰囲気が色濃く残る地区が数多くあります。
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